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日　時
：平成28年2月29日（月）16:00～17:50
場　所
：大阪府公館
出席者　：堀会長・綾委員・石田委員・小笠原委員・下村委員・曽和委員・多々納委員・田中委員
・田中丸委員・福田委員　計10名
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
 番川水系における当面の治水目標及び治水手法について
●前回の審議を踏まえ、岩の掘削に関する工法を精査した結果、番川の当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応から時間雨量65ミリ程度対応に変更したい。
○岩の掘削に静的破砕剤を使用した場合の騒音や振動は、大型ブレーカに比べてどの程度低下するのか、
また静的破砕剤が河川に流出した場合に環境への影響はあるのか。
●静的破砕剤を用いて岩やコンクリートを破砕する工法は、河川工事等において家屋が隣接している場合によく用いられている。小型の機械を用いて人力で削孔をした後、孔内に薬剤を充填し、静かに岩を破砕することから、大型ブレーカを使用して対象とする岩を全て破砕するのに比べ、騒音や振動の程度及びこれらの継続時間は、大きく軽減される。また、静的破砕剤は、石灰系の薬剤であり、環境への影響は少ないが、河川に流出しないよう十分に注意して施工する。
○工事箇所が家屋に隣接しており、工事に伴い住民に対して騒音や振動の影響があると判断した場合には、今後も静的破砕剤を用いた工法を標準工法として選択するのか。
●工事に伴い家屋に及ぼす損害額の算定は困難であるため、今回と同様のケースにおいては、工事費は高くなるが、家屋に損害を及ぼしにくい静的破砕剤を用いた工法を標準とする。
○「耐水型都市づくり」に向けて、まちづくり部局との連携による取組みの検討は進んでいるのか。これまでにも「耐水型都市づくり」の1手法としてではあるが、宅地嵩上げ案を提案しており、早期に当面の治水目標を達成するためにも「耐水型都市づくり」における実効性のある制度を確立する必要があるのではないか。
●まちづくり部局と「耐水型都市づくり」に関する検討を始めたところであるが、まだ課題は多い。まずは、住民に対して洪水リスクを周知し、洪水時には早期に避難していただくよう、「逃げる」施策の徹底を図っているところである。
○公金による宅地嵩上げの可否について判断する指標としては、公共施設か否かという視点も重要ではないか。
○河川毎に設定した当面の治水目標を満足、維持するためには、洪水リスクの大きい農地等への家屋の立地を防ぐ必要がある。
●土地利用規制の実施には至っていないものの、市町村の開発担当部局、農業委員会及び民間の不動産業界と洪水リスク表示図を共有し、土地の開発や売買の際にはユーザーに洪水リスクを情報提供するような取組みを行っている。
○番川の当面の治水目標は、時間雨量65ミリ程度対応とし、治水手法は河道改修案とする。
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